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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 10月 30日 (2006.10.30)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 一 般 式
　 　 RfO(C 3 F 6 O) a (C n F 2 n )(C m H 2 m ) b CH 2 OCH=CH 2 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔 I〕
(こ こ で 、 Rfは 炭 素 数 1以 上 の ポ リ フ ル オ ロ ア ル キ ル 基 で あ り 、 aは 0ま た は 1～ 30の 整 数 で
あ り 、 bは 1～ 10の 整 数 で あ り 、 nお よ び mは 1ま た は 2で あ る )で 表 わ さ れ る 含 フ ッ
素 ビ ニ ル エ ー テ ル 化 合 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 一 般 式
　 　 RfO(C 3 F 6 O) a (C n F 2 n )(C m H 2 m ) b CH 2 OH　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔 II〕
(こ こ で 、 Rfは 炭 素 数 1以 上 の ポ リ フ ル オ ロ ア ル キ ル 基 で あ り 、 aは 0ま た は 1～ 30の 整 数 で
あ り 、 bは 1～ 10の 整 数 で あ り 、 nお よ び mは 1ま た は 2で あ る )で 表 わ さ れ る 含 フ ッ
素 ア ル コ ー ル と 一 般 式
　 　 XCH 2 CH 2 OCH=CH 2 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔 III〕
(こ こ で 、 Xは ハ ロ ゲ ン 原 子 、 水 素 原 子 ま た は 炭 素 数 1～ 10の ア ル キ ル 基 で あ る )で 表 わ さ れ
る ア ル キ ル ビ ニ ル エ ー テ ル と を 、 パ ラ ジ ウ ム 系 触 媒 の 存 在 下 で 、 脱 XCH 2 CH 2 OH化 反 応 さ せ
る こ と を 特 徴 と す る 、 一 般 式
　 　 RfO(C 3 F 6 O) a (C n F 2 n )(C m H 2 m ) b CH 2 OCH=CH 2 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔 I〕
(こ こ で 、 Rf、 a、 b お よ び mは 前 記 定 義 と 同 じ で あ る )で 表 わ さ れ る 含 フ ッ 素 ビ ニ ル エ ー
テ ル 化 合 物 の 製 造 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 パ ラ ジ ウ ム 系 触 媒 が (1,10-フ ェ ナ ン ト ロ リ ン )酢 酸 パ ラ ジ ウ ム 、 (2,2′ -ビ ピ リ ジ ル )酢
酸 パ ラ ジ ウ ム ま た は ビ ス (ト リ フ ェ ニ ル ホ ス フ ィ ノ )酢 酸 パ ラ ジ ウ ム で あ る 請 求 項 ２ 記 載 の
含 フ ッ 素 ビ ニ ル エ ー テ ル 化 合 物 の 製 造 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 生 成 含 フ ッ 素 ビ ニ ル エ ー テ ル 化 合 物 の 重 合 禁 止 剤 と し て の ア ル カ リ 金 属 水 酸 化 物 の 存 在
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下 で 反 応 が 行 わ れ る 請 求 項 ２ 記 載 の 含 フ ッ 素 ビ ニ ル エ ー テ ル 化 合 物 の 製 造 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 同 様 の 反 応 を 用 い 、 触 媒 と し て 酢 酸 水 銀 Hg(OAc) 2 を 用 い た 例 も 報 告 さ れ て い
る が 、 収 率 が 50％ 程 度 と 低 い ば か り で は な く 、 環 境 負 荷 の 点 か ら も 水 銀 系 触 媒 の 使 用 は 好
ま し い も の で は な い 。
　 　 　 C 6 F 1 3 CH 2 CH 2 OH+C 2 H 5 OCH=CH 2 　 → 　 C 6 F 1 3 CH 2 CH 2 OCH=CH 2 　
【 非 特 許 文 献 ２ 】 J. Fluorine Chem. 第 ４ ４ 巻 第 ３ ９ ５ ～ ４ １ ２ 頁 (１ ９ ８ ９ )
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 か か る 本 発 明 の 目 的 は 、 一 般 式
　 　 RfO(C 3 F 6 O) a (C n F 2 n )(C m H 2 m ) b CH 2 OCH=CH 2 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔 I〕
(こ こ で 、 Rfは 炭 素 数 1以 上 の ポ リ フ ル オ ロ ア ル キ ル 基 で あ り 、 aは 0ま た は 1～ 30の 整 数 で
あ り 、 bは 1～ 10の 整 数 で あ り 、 nお よ び mは 1ま た は 2で あ る )で 表 わ さ れ る 含 フ ッ
素 ビ ニ ル エ ー テ ル 化 合 物 に よ っ て 達 成 さ れ 、 こ の よ う な 含 フ ッ 素 ビ ニ ル エ ー テ ル 化 合 物 は
、 一 般 式
　 　 RfO(C 3 F 6 O) a (C n F 2 n )(C m H 2 m ) b CH 2 OH　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔 II〕
(こ こ で 、 Rfは 炭 素 数 1以 上 の ポ リ フ ル オ ロ ア ル キ ル 基 で あ り 、 aは 0ま た は 1～ 30の 整 数 で
あ り 、 bは 1～ 10の 整 数 で あ り 、 nお よ び mは 1ま た は 2で あ る )で 表 わ さ れ る 含 フ ッ
素 ア ル コ ー ル と 一 般 式
　 　 XCH 2 CH 2 OCH=CH 2 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔 III〕
(こ こ で 、 Xは ハ ロ ゲ ン 原 子 、 水 素 原 子 ま た は 炭 素 数 1～ 10の ア ル キ ル 基 で あ る )で 表 わ さ れ
る ア ル キ ル ビ ニ ル エ ー テ ル と を 、 パ ラ ジ ウ ム 系 触 媒 の 存 在 下 で 、 脱 XCH 2 CH 2 OH化 反 応 さ せ
る こ と に よ っ て 製 造 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 含 ビ ニ ル エ ー テ ル 化 合 物 は 、 一 般 式 〔 II〕 で 表 わ さ れ る 含 フ ッ 素 ア
ル コ ー ル と 一 般 式 〔 III〕 で 表 わ さ れ る ア ル キ ル ビ ニ ル エ ー テ ル と を 脱 XCH 2 CH 2 OH化 反 応 さ
せ る こ と に よ り 得 ら れ 、 特 に 脱 2-ハ ロ エ タ ノ ー ル 化 反 応 さ せ た 場 合 に は 90％ 以 上 の 反 応 転
化 率 で 目 的 物 を 得 る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 般 式 〔 II〕 で 表 わ さ れ る 含 フ ッ 素 ア ル コ ー ル は 、 C 3 F 6 O基 が -CF(CF 3 )CF 2 O-基 の 場 合 に
は 、 フ ッ 化 セ シ ウ ム 触 媒 の 存 在 下 に ヘ キ サ フ ル オ ロ プ ロ ペ ン オ キ シ ド を ア ニ オ ン 重 合 さ せ
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、 得 ら れ た 末 端 -CF(CF 3 )COF基 を 炭 酸 セ シ ウ ム お よ び ヨ ウ 素 を 用 い て -CF(CF 3 )I基 と し た 後
エ チ レ ン 付 加 を 行 な い 、 -CF(CF 3 )CH 2 CH 2 Iと し た 後 、 こ れ を 加 水 分 解 し て -CF(CF 3 )CH 2 CH 2 O
H基 に 変 換 さ せ る こ と に よ り 得 ら れ る 。 こ の 反 応 は 、 ヘ キ サ フ ル オ ロ プ ロ ペ ン オ キ サ イ ド 2
量 体 に 相 当 す る a=0の 場 合 に も 適 用 さ れ る 。
【 非 特 許 文 献 ４ 】 J. Fluorine Chemistry 第 ６ ５ 巻 第 ５ ９ ～ ６ ５ 頁 （ １ ９ ９ ３ ）
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